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背景

• 挿絵は読みに対する動機づけを高めることが明らかにされている
(Shimada & Kitajima, 2006)。

• 精緻化の前段階として動機づけは重要である。

目的
Shimada & Kitajima (2006)は、挿絵の動機づけ効果の評価方法を提供

した。しかし、その認知プロセスは明らかになっていない。本研究は、視
線計測を利用して、そのプロセスを探索的に探ることを目的とする。

• 図はテキストの理解を助ける、つまり、精緻化を促進させることが知ら
れている（たとえば、Larkin & Simon, 1987）。

• テキストにしばしば挿入される挿絵も、図と同様に精緻化を促進させ
る (Shimada & Kitajima, 2006)。
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実験１：動機づけ効果の評価方法

• 挿絵ありページ: 川越市が提供する防災マニュアルの改
訂版 (http://www.city.kawagoe.saitama.jp/bousai/).

• 8ページよりなる。
• それぞれのページには、2～7セットの箇条書きされた

説明がある。
• それぞれの説明には、災害時に行うべき行動が述べ
られ、関連する挿絵がある。

• 挿絵なしページ: 挿絵ありページから挿絵が除かれたもの

• 挿絵あり条件の動機づけ得点は、
挿絵なし条件よりも有意に高かった
(p<.01).

• 挿絵の有無が動機づけに影響する
ことが示された。

– 材料

方法

• 成人34名 (男性28名、女性6名、18歳～28歳) 

挿絵ありページ 挿絵なしページ

結果

２秒

ページの提示
ページのクリアー

– 実験参加者

– 手続き

• 2秒間のみページを見た後、動機づけと主観的分かりや
すさの2つの質問に答える。

• 以下の実験は、Shimada & Kitajima (2006)において報

告されたものである。

回答

** 主観的分かりやすさ

• 自己効力感に関連した
指標

挿絵あり 挿絵なし

動機づけ 3.0 (.41) 1.8 (.46)
主観的分かりやすさ 3.3 (.33) 1.8 (.46)

平均得点 (標準偏差)

** 動機づけ

• 当該ページに対する参加
者の読みへの動機づけ

※川越市より転載の許可を得た。

• 動機づけ
よく読んでみたいと思いましたか？

• 主観的分かりやすさ
分かりやすそうだと思いましたか？

[0] 全くそう思わない
[1]
[2]
[3]
[4] とてもそう思う



実験２：視線計測による検討

方法

結果と考察

• 挿絵あり条件の動機づけ得点は、
挿絵なし条件よりも有意に高かっ
た (p<.01).

• この結果は実験1に一致している。

– 動機づけ効果の確認 – 構造方程式モデルによる検討

挿絵領域のサイズ テキスト領域のサイズ

挿絵の注視回数 テキストの注視回数

主観的分かり
やすさ

動機づけ

X2(1)=1.189 (p=.276), 
GFI=.997, CFI=.999, 
RMSEA=.035

p<.05
p<.10

• 構造方程式モデルによって変
数間の構造を調べた。

• 動機づけを高める2つのルート

を確認した。

• このルートはさらに２つに分けら
れる

A)注視から動機づけへの直接
効果

B)主観的分かりやすさを介した
間接効果

• この結果は、注視が多くなるほ
ど動機づけが高まることを示唆
している。

• 自己効力感を介して動機づけが
高まるルートもある。

• この効果は、挿絵が理解を促進
したという過去経験から生じて
いると考えられる。

• 挿絵のサイズが主観的分かり
やすさを介して動機づけを高め
ている。

• 挿絵のサイズは、注視回数
には影響を与えていない。

• この結果は、挿絵のサイズが大
きくなるほど動機づけが高まる
ことを示唆している。

• この効果は、挿絵の注視に
よる効果と区別される。

• この効果は、大きい挿絵が、理
解に対する全体的な印象のよさ
を高めることにより生じていると
考えられる。

ルート1) 挿絵の注視による効果 ルート2) 挿絵のサイズによる効果
挿絵あり 挿絵なし

動機づけ 3.0 (.64) 1.9 (.50)
主観的分かりやすさ 3.2 (.58) 1.9 (.48)

平均得点 (標準偏差)

テキスト領域

挿絵領域

注視点

視線の軌跡

**視線計測データの例

(1)挿絵の注視による効果

(2)挿絵のサイ

ズによる効果

• 実験1と同じ

– 材料
• 成人19名 (男性9名、女
性10名、18歳～28歳)

– 実験参加者 – 手続き

• 実験1に視線計測を加えた。
• 視線計測にはTobii x50を用いた。


